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研究成果の概要（和文）：基礎解析、解析幾何学、代数幾何学の中で複素構造が本質的役割を果

たす数学分野を統合的に研究した。関連する研究分野は広く、小林計量、高次元値分布理論や

強擬凸境界のＣＲ構造と複素構造の普遍量をベルグマン計量から求める研究ににおいて顕著な

成果を挙げ、理論の本質的進展を得た。またベルグマン計量を用いて代数多様体を研究する新

しい解析的手法が開発された。これらの成果は複素構造の統合的研究により可能になった。 

 
研究成果の概要（英文）：In the fields of basic analysis, analytic geometry and algebraic 
geometry we carried out the integrated study on those subjects in which complex structure 
plays an essential role. The themes cover a large area in modern mathematics and we 
achieved substantial advances, e.g., in the theory of Kobayashi pseudo-distance and the 
higher dimensional value distribution theory, also in the CR-invariant theory of strongly 
pseudo-convex boundaries and of the deformation of complex structures by means of 
Bergman metrics; this provides a new method for those researches in future. All these 
are made possible by the integrate research for complex structure. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）基礎解析、複素解析幾何学、代数幾何
学の中で複素構造が本質的役割を果たす課
題が多くあり、また関連が深くこれら数学分
野を統合的に研究する必要があった。関連す

る分野は広く、これは必然的に研究組織の構
成に反映されている。 
（２）具体例として小林計量が有名であるが、
これは値分布に密接に関係する。またコンパ
クトリーマン面のモジュライ空間上には
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種々の不変計量が知られている。このような
複素構造と種々の不変量を統合的に調べる
問題と方法が求められていた。 
２．研究の目的 

本研究では大きく分けて次の課題を研究し、
分野を超えて有効な研究手法の開発を目的
とした。（１）複素解析的・幾何学的不変量
を用いた多変数ネヴァンリンナ理論、特に高
次元第２主要定理の確立と小林双曲的計量
の研究。（２）複素解析的不変量（Bergman 計
量、Carathéodory 計量、小林計量）の研究。
（３）擬凸領域上の特異計量付きの L2可積正
則関数の研究。（４）複素微分幾何学におけ
る不変計量研究。（５）調和解析、微分方程
式からの複素構造の研究。（６）表現論的ア
プローチからの複素構造不変量の研究。（７）
複素多様多体上の（特異）計量を用いた幾何
学的不変量の研究。（８）（強）擬凸境界の研
究，コーシー・リーマン(CR)構造とそのモジ
ュライ、不変量の研究。（９）複素代数幾何
学的不変量、複素代数多様体のモジュライ空
間の研究。（１０）タイヒミューラー空間の
写像類群と不変量の研究。（１１）複素葉層
構造の研究。 
 

３．研究の方法 

平成１６年度までの基盤研究（A）(1)の研究
を引き継ぐ形で、研究期間全体を通して、研
究代表者・野口は、全体の総括をし、各分担
者・連携研究者は、相互の関連を保ちつつ主
に前項記載の研究項目を分担研究する。学内、
学外（海外も含めて）の研究者の間の研究交
流のためのネットワークの構築を行う。当該
研究課題のキーとなる４～５人の研究者を
中期（１月～３月）で招聘し、彼らとの日常
的セミナーを通じて、これからの研究の方向
性を探る。必ず二人以上の分担者が組織者と
なって、小規模の国際的研究集会を随時開催
し、研究の活性化を計る。若手と分担者２～
３人を中心とするサマーセミナーを開催す
る。若い研究協力者が当該研究課題の目的と
可能性のある手法を取得し、新しい研究のア
イデアのでる基盤をつくる。中規模の多変数
複素解析国際研究集会“葉山シンポジウム”
を開催し内外の中心的研究者との研究交流
を行う。またフランス、ドイツ、アメリカ、
カナダ等で開かれる研究集会に若手研究者
を派遣し研究情報の収集、当該研究課題の研
究成果の情報発信を計る。トロントのフィー
ルズ研究所の特別プログラムと連携して研
究集会を開催し、研究分担者・連携研究者・
研究協力者を派遣する。また、これ等の研究
交流の場を通じて当該研究課題の成果の国
際発信に努める。海外若手研究者を中期で少
数を招聘し、ネヴァンリンナ理論とディオフ
ァンタス近似論の学際的研究活動をおこな
う。これらの活動を通して、本研究活動の総

括を行った。 
 
４．研究成果 
高次元ネヴァンリンナ理論では、準アーベル
多様体への整正則曲線に対する第二主要定
理が、打ち切りレベル１の個数関数で証明さ
れた（野口、J. Winkelmann、山ノ井）。通常
個数関数の打ち切りレベルは値域の多様体
の次元に関係すると考えられてきただけに、
レベル１で証明されたことは、これまでの予
想を上回るものであり、正則曲線の代数退化
問題や小林双曲性への応用が分かりつつあ
る。例えば、対数的小平次元が正、対数的不
正則指数が次元以上かつ準アルバネーゼ写
像がプロパーな代数多様体への整正則曲線
の代数退化性が証明された（野口、 J. 
Winkelmann、山ノ井）。これは、1974 年に M. 
Green の提出した予想をより一般な形で肯定
的に解決するもので、今までに得られていた
第二主要定理では証明できなかったもので
ある。第二主要定理が確立されている場合は
未だ少なく、今後の応用が大いに期待される。
更に、山ノ井は、有理型関数体に対して打ち
切りレベル１の個数関数による第二主要定
理を証明した。この結果は、1929 年の R. 
Nevanlinna による予想を最良の形で解決す
るもので、これまで ICMの招待講演の中でも
2 回、重要問題として取り上げられてきた。
証明の手法は、複素解析、代数幾何、トリー
理論をまさに統合的に駆使する新しいアイ
デアに満ちたものである。この成果は、これ
までの大方の予想を上回るもので、有理型関
数体に対する YAMANOI’S ABC-THEOREM とも
呼ばれ、多くの注目を集めている。2008年 3
月にパリで開催された Bourbaki セミナーに
おいて、この成果を紹介する講演が行われた。
研究成果が Bourbaki セミナーで紹介される
ことは大変名誉なことで国際的評価の高い
証である。平地は、R. Graham と共同で CR構
造のモジュライ空間と Q曲率の研究を行った。
奇数次元の場合は、Fefferman-Graham により
モジュライの曲率テンソル空間への実現（埋
め込み）が解析的手法により証明されている。
これに表現論的手法を活用することで、変形
複体の構成による別証明を与えた。更に、こ
の方法でこれまで解析的方法だけでは困難
であった偶数次元の場合に、モジュライ空間
の曲率テンソル空間への実現を証明した。こ
れにより、Fefferman-Graham により始められ
たアンビアント空間論は、一つの完成形をみ
たことになる。この研究手法は、更なる発展
性を内包しており今後の更に深い研究が期
待される。高山は、一般型代数多様体に対し
て、その多重標準写像の有界性定理を証明し
た。同様な結果を同時期 Hacon-McKernan 等
も独立に得ている。証明法は、共に研究協力
者の辻のアイデアに基づく。この成果は、代



 

 

数幾何学に於ける長年の懸案問題を解決す
る重要な成果である。吉川は、 3 次元
Calabi-Yau 多様体の BCOV 不変量の解析的ト
ーションと対合付き K3 曲面の同変解析的捩
率の明示公式を研究し、それらが常にある一
系列の楕円モジュラー型式の Borchards積と
井草保型型式の積として表されることを示
した。また、関連する Borea-Voisin 多様体
の BCOV 不変量を決定した。児玉と清水は、
スタイン多様体の中で複素平面、超球、単位
円板（これを含む場合が最も難しい）ででき
る複素多様体を位相群としての正則自己同
型群により特徴付けることに成功した。以上
述べたように、（１）（２）（６）（８）（９）
では予想を上回る成果を得、他の研究項目に
おいては予定の成果を得た。これ等の成果は
研究過程で浮上してきた興味深い問題を統
合的に研究することにより可能になった。研
究成果の国際発信では、インフラとなるサー
バーコンピュータを立ち上げ、研究情報の国
際的共有を可能にした。また多変数複素解析
葉山シンポジウムを開催し（4回）、北米・ヨ
ーロッパにおける国際研究集会の組織委員
に参画すること等を通して当該研究課題で
得られた研究成果の国際発信に努めた。例え
ば 2008 年度にはフィールズ研究所（トロン
ト）と協力して国際研究集会を開催し、当該
研究者を派遣し、研究の活性化・研究成果の
発信を図った。今後も、このような研究成果
の発信に努める。 
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